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前号で、「３学期は、次の年度の０学期」の取組について、この紙面でも５つ具体的 

な取組を紹介しました。この取組は、教室等、身の回りのこと、授業の受け方、休み時

間の過ごし方等、先生が注意して先生にやらされるのではなく、子どもたちが自分たち

で自分たちのことを見つめなおし、それと同時に周りの子も安心して過ごせるようにな

るために、周りの子のことも考えられる力をつけていくことを狙いとしています。 

自立の３段階というのがあります。人は成長するにしたがって、「自分」から「他者」

に意識が向けられるようになります。この「０学期の取組」を通して、「自分」の生活を

見つめなおし、「他者」にも気持ちがいくようになってほしいです。 

 

≪自立の３段階～「自分」から「まわりの人」に≫ 

 

 

 

 

 

 

≪深い学びについて≫ 

 ６年生では、算数の授業で「データを使って生活を見直そう」という単元があります。

その授業の取組として、「０学期の取組」の「ロッカー・ワークはきれいに整とんしま

す」と「校舎の中（ろうか・ワークなど）は歩きます（走らない）」について、実際に自

分たちでデータを取ってみて、自分たちの生活を見直す取組をしています。 

これからの授業のキーワードとして、「深い学び」と言うのがあります。「深い学び」

の目ざすところは、「知識を覚えることにとどまらず、それを活用し、考えを深め、自分

の生き方や社会と結びつける力」を育てることにあります。６年生では、「０学期の取

組（自分たちの生活）」と算数の授業を結びつけて考え行動していることが、まさに「深

い学び」の取組となっています。 

 

 ≪６年生算数の授業の取組≫ 
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令和８年度０学期の取組と深い学びについて 

① 自分のことは自分でできるようになる。 

② まわりに迷惑をかけない。 

③まわりのために役にたつことをする。 

 （まわりが喜ぶようなことをする。）  

自分 

他人 

人は成長するにし

たがって、他者意識

が育ってきます。 

自分たちでデータを調べています 

６年生算数 

の教科書 



 

 

１月１５日（木）２年生では、助産師（本校の保護者の方です）さんに来ていただ

いて「いのちの出前講座」を行いました。命のはじまりとして、受精卵の大きさを考 

えたり、胎児の成長の様子を知るために、赤ちゃんのモデルを抱っこしたりしまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３学期から、掃除の仕方が少し変わりました。教室の床を雑巾で拭くことになりま

した。その時に、雑巾を水で濡らして、かたくしぼります。さて、みなさん、雑巾を

かたくしぼれるでしょうか？練習しないとなかなか難しいかもしれません。お家で掃

除のお手伝いをする時に、雑巾をかたくしぼる練習をしてもらえると助かります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３学期に、日課が少し変更になりました。合川小学校と天名小学校の日課と比較し

たり、来年度のスクールバスの発車時間を考慮したりした結果の変更です。 

 昼休みが２０分あったのが１５分になり、掃除の時間が１０分だったのが、１５分

になりました。帰りの時間に変更はありません。５分掃除の時間が長くなった分、自

分で何をしたらよいのかを考える力が育ってほしいなと思います。 

雑巾をかたくしぼれますか 

いのちの出前講座（２年生） 

日課の変更について 

折り紙に、針で開けた穴が開いていま

す。それが受精卵の大きさだそうです 

３ケ月と１０ケ月では、大きさが

全然違いますね 

今まではモップでしたが、

雑巾の水拭きになります 

みなさん、雑巾を 

かたくしぼれますか？ 

いろいろいのちの

ことをおしえても

らって、自分がど

うやってうまれて

きたのかが分かり

ました。 

あかちゃんをだっ

こして、わたしもこ

れぐらいのしんち

ょうと体じゅうだ

ったのがわかりま

した。 

あかちゃんをもっ

てみると、さいし

ょがかるく、さい

ごがすごくおもか

ったです。 

男の子と女の子の

ちがいについて、

いろいろとおしえ

てもらいました。 


